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課題研究 T1(電磁気圏）

田口 聡，齋藤 昭則
原田裕己

藤 浩明

地球惑星科学専攻基幹講座 地球惑星科学専攻協力講座



研究分野のイメージ(movie)



研究テーマの方向性
üプラズマの実験場としての地球・惑星・太陽系

ü地球システム内でのプラズマ・電磁場の役割
（大気圏との結合）

ü惑星・月におけるプラズマ・電磁場探査

ü宇宙天気の基礎研究・宇宙空間利用の支援



Kyoto SPELで検索 Kyoto WDCで検索

教員・院生の研究内容や
研究室について

質問などは斉藤まで
saitoua@kugi.kyoto-u.ac.jp
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From NASA/Goddard Space Flight Center
Scientific Visualization Studio

From Sullivan and McWilliams (2010)
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